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こ の ピ ア ノ 曲 は 、’metre’ を 素 材 と し て 作 曲 さ れ て い る 。’metre’ は 、音 楽 用 語 と し て は

「 拍 子 」だ が 、し か し 、こ の 作 曲 の 場 合 の そ れ は 、そ の 詩 作 法 の 用 語 と し て の 意 味 、即 ち 、

「 詩 脚 の 配 列 形 式 」 で あ る 。 つ ま り 、 西 洋 古 典 詩 の 基 本 的 な 詩 脚 の 一 つ で あ る 長 短 格 （ ト

ロ カ イ オ ス )に な ぞ ら え て 、 長 -短 の 2 音 の 組 み 合 わ せ を 一 単 位 と し 、 そ こ に 生 じ る リ ズ ム

を 基 礎 素 材 に し て 曲 全 体 が 作 ら れ て い る 。詩 脚（ 或 い は そ こ に 由 来 す る「 リ ズ ム 」、つ ま り

「 拍 子 又 は「 拍 子 感 」）は 、そ れ 自 体 、長 音 と 短 音 と い う 2 つ の 音 価 を 素 材 と し て そ れ を 組

み 合 わ せ た 一 種 の「 形 式 」だ が 、こ の 作 品 で は 、そ の「 形 式 」を 素 材 と し て（ 言 わ ば 、「 メ

タ 素 材 」 と し て ） 利 用 し て い る 。  

《 長 短 賦 》は 、井 上 郷 子 さ ん の 委 嘱 で 、2009 年 の 1 月 に 作 曲 さ れ 、同 年 に 東 京 で 開 か れ

た 彼 女 の リ サ イ タ ル で 初 演 さ れ た 。  

近 藤 譲  

 

 

初 演 ： 2009 年 3 月 1 日  井 上 郷 子 ピ ア ノ ・ リ サ イ タ ル #18 

（ 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ ・ リ サ イ タ ル ホ ー ル ）  

初 演 者 ： 井 上 郷 子  

委 嘱 ： 井 上 郷 子  

出 版 ： University of York Music Press (UK) 

録 音 ： TFCC-1701 

演 奏 時 間 ： 8 分  


